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　“United　’Nations　Do’cuments　lndex”

（以下，UNDIという）は，国際連合（以，

下，国連という）およびその専門機関のあ

e）　＠・る刊行物を検索するうえで不可欠の索

引誌である。UNDIは周到な準備期間を経

て，1950年2月に創刊され，1973年まで継

続して刊行された・ζの間，1963年の1月

号から専門機関の刊行物を収録範囲から除

外するという後退があった。国連図書館

では「 P966年から業務の幾つかの面で機械

花め研究を始めたρ1970年に創刊された

“UNDEX：United　Nations　Docu皿ehts

Index”（以下，　UNDEX’という）は1974年

からUNDIに完全にとって替ることにな

、るが，これはまさに機械化の産物である。

　ここ℃は，UNDIが発刊される経違とそ

の歴史的発展に関して，国内では未だ触れ

られていない模様なので，若干記してみた

いd、そして，ゴ至らぬ点については諸賢のご

教示をいただければ幸いである。

　なお，拙稿は，・国内では一次資料の不足

という制約があって，多くを“lndex・and

bibliographic’services”　Dale，一DjC．，The

United　Nations　Library；　lts　origin’　and

development．　Chicago，　Ainerican　Library

Association，1970　ppl　134－145に頼：らざる

を得なかった。当馬の引用を快諾された，

デール女史およびアメリカ図書館協会に記

して感謝の意を表したい。

　　　　　　　　　1

　1945年4月25日，サンフラ1シスコに於

て国際連合憲章を作成するたゆに，国際機．

関創設のための連合国会議（The　United

Natiops　Conference　on　lnternational

Organi2ation）が召集された。このため，ア

メリカ議会図書館（The　Library　of　Cong－

ress）によって，国連図書館の前身となる，

、会議図書館（The　Cohference　Library）が
　　　　　　　　　　　　　　　　注1
設立された。この図書館は，1945年4月23
　　　　注2
日から同6月26日まで，65日間開かれたの

みである。主な仕事としては，この会議の

文書を収集し，対照することと，参考調査

業務があった。、

　国連図書館のもう．一つの前身ば，1945年

・9月17日にオープン、した，戸ンドンの準備

委員会図書館（Th・P・ep・・at・・y・C・pamis－

sion　Library）である。国連総合第一会期

の調整と恒久的な事務局設立のための準備

委員会が設立もたもので，組織上ぽ仮に文

書課（D・・um・・t・・Sectl・n）、に所属してい

た。ここでの業務もサンフランシスコの会

議図書館のそれを発展・継承したもので，

少しぽかりの参考図書の収集，各国の代表
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　部や事務局員に対するレフアレン貞．サ＿

　ビk・および図書館間貸出による利用者へ

　のサービスであった。しかし，ここで画期

　的なことは，図書館の創立とともに，文書’

　局（Bureag　of　Documents）の一係として

　各国の代表部や事務局，それに報道機関に

　対して，国連の文書に関する情報を提供す

る噌δ文書索引係（D・・um・n・sl・d・x

　Unit）が設けられたことである。

　　ロシドンの準備委員会は，レファ、レン

　ス1サービスは公報部（pepartment　of
Public　Informaiion）の仕事，一方，図書

館は会議および一般サービス部（Depart－

　ment　of　Conference　and’General　Ser－

vices）に置くべきであると規定した。この

ためこれらり二つの部の間で何かと衝突を

生む結果になり，この高論は図書館が公報

部に転属される1948年まで続くことにな

　る。

　1946年3月，ハンター・カレッジ（Hunter

College）に国連図書館が創設された時，文

’書索引係も設けられジ会議および一般サー

　ビス部印書・販売課（Documentも　and　Sales

Dlvisi6n）の一係となった。この係は，公・

報部の図書館サ，一．ビス課ぐDivision’of

Lib・a・y　S・・vice・）に移る1948年1月、1目

まで文書・販売課に属した。’

　　　　　　　　　II

　国連図書館が創設された当時は，当然の

ことながら，国連およびその専門機関で刊

行した出版物ゐ索引はそれぞ乳の機関が作

成していた。．このため，すべての国際機関

の刊行物をカバ」する索引の作成が望まれ

ていた。このような状況の中で，国連或は’

民間組織でも国際ドキュメンテーションの

問題に関して，頻繁に会議や会合がもたれ’

た。1947年3　・．月，’国際機関にまらて刊行さ

　れる資料の分類に関する四三がi世界平和

財団．（World　Peace　Foundation）にょっ

　て召集され，そこで2・つの主要な方向が示

　された。1つは主要な国際機関の，活版も

　しくは製版による印励の最も重要な文書の

　発行形式，もう．1つは謄写版印刷による，

　予備的ないし比較的短命な資料の発行形式

　である。同年6月19日の第2回目の会合で

　は，前甲の会議で約束された4つの委員会

が提出したリポートを討議した。とれらの

　リポート、に共通して言えることに，どの図

書館も国際的文書の適当な索引と国際関係

に関する文書の書誌サ7ビスを要求、してい

ると適うζとである。結局こあ時の会合で

は2つの特別な勧告を採択した。そりうち

の1つは国連の獅物に関するもので，飯

台およびその専門機関の刊行資料の公式索

引め代りに，少くとも部分的案内として，こ

れらの鞭によっ、て活版議顎藪で印・

刷された刊行資料をカバーする，季刊の選

択的書誌を刊行すべきで黙るというものだ

？た。，この事業は，カ“ネギー財団，カーネ

ギー・コーポレ」シ・シ（C・・n・gi・¢・・p6

「ation）およびmツ，クフエラー財団（Rocke．

f・11・・F・und・ti・n）が請負って始めた。書

誌作成の指導は。アメリカ図書館界の大物

や研究機関の代輪郭で奉る，P．C．ジェサッ

プ（Jessup），　V・W・タラップ（ClapP），

W；　R・．シャyブ（Sharp），　R．サヴ計ド

（S・w・・d）およびH汎M・弟ン『トγ

（Winton）で構成する諮問委員会があたっ

た・一この成果は1947年11月創刊の“Docu、

ments　，of　lnternational　Organizatio，ns　：　A

selected　bibliography”である。この書誌

は1950年9月まで刊行され・．1950年1月

tla　，．国連図書館によってUNDIが刊行さ

締の（’，これ建って替6・2・・蜘とな

った。　　　　　．　　　　　1

一一
D　19　一一一



　一方，国連の公報部でも1948年忌ら

UNDIの前身とも言うべき索引を刊行し

た。“lndex　Notes　Series”珂。・1－46で，

毎号一つの主題またはrつの主要機関（重

たは補助機関）の刊行物を過去に湖って包

括漏しているチェ。ク・リストである．他

に資料表示記号のリスト等も凍る6謄写印

刷版で不麟こ砺され舞曲露寒DI
の刊行や1953年から“lndex　to　Procee・

dings　of　the　General　AsseMbly”　sessio－

hai．（STILIB／SER．B／A．1一）や“lndex　to

’　Proceedings　of’　the　Econ6mic　and　Social

Council！’　sessional．・　（ST／LIB／SER．BIE．

5一）ぷ刊行されるこ≧になったので，、1952

年に廃刊になった。　　　　　斗

III

　1948年春，情報専門家で構成される諮問、

委員会の会合が国連で開かれ，そこですべ・

ての国連刊行物をカバーする1つの索引誌

を編纂すべきであるとの勧吉が出さPtた。「

同年秋には，5月1日に公報部図書館サー’

ビス課の課長になったぽかりのC．H．マイ

ラム（Milam）が図書館の専門家からなる

国際諮問委員会を召集し，．未だ確立してい

‘なかった図書館政策と組織について討議を

依頼した。こめ諮問委員会の報告書は，国

連事務絵長トリグヴ・引一（T・yg・・Li・）

によって総会g）第5委員会（行政および予

算関係（Admi・i・t・ativ・　and・B・dg・t・・y））

に提出された。．この報告書は，、第1部・図『

書激越と輸部・図舗の鵬の2部か

・ら成り，その第1部で文書索引業務を次の

ように定めている。「本部図書館は1国連の

文書およびその刊行物の索引をとる責務が

ある6老の業務計画として，主として（国

連）事務局の要求に応えるため1（これらの

資料の）迅遠な索引化，国連およqsその専

門機関の索引をとったすべての重要文書ジ

刊行物リストの定期的な刊行，国連文書を　　、

機関および会期によって索引をとった，最

終的なチェック・リストの刊行・公式謁録お

よび重要文書の索引のぺLジ付げ，さらに・

特別痕要求に応えて特別なリストや索引を

随時提供することが含まれている。図書館

は，・国連およびそみ専門機関の文書や刊行

物に関して完弱なレファレンス・サービス’

を提供し，’ 遭Aおよびその専門機関が（資

料の）索引化とチェック・リスト化を改良且

つ標準化するのを促進させねぽfs　b　f￥G」。

事務総長が提出したこの報告書は，UNDI

誕生の政策的胎動として位置づけることが

できる。・

　国際諮問委員会はさらに考込んで文書索

引化の問題に取組んだ。そこでg）ワーキン

グrペーパーの1つは，「国連の「文書およ

び（事務局内の）部の刊行物ゐ分類と利用」

となつ：てあらわれたqこのワーキング・ペ

ーパーは，文書索引係の主要な機能を次の

ように記している。

　①　陶連本部で行われた会期中の文書や

　　　演説に関する，各国の代表部や事務

　　　局からの問合せに答える。’

　②国連文書の索引およびチェック・リ

　　　ストを刊行する。

　③　文書一連記号の作成に関して支三局

　　　に助言する。

　また，，このワーキング・ペーパーの中に

は最初の索引が提案されてい：た。それは；

既に刊行されている国連創設以来？年間の

すべての文書のチェック、・リストで，諸主

要機関，委員会，会議を一つづつ幾つかに

分けて刊行し，年刊の補遺によって最：新な

ものとなるよ・う維持するというものであ

る。先の国際諮問委員会は，結局次のよう

な勧告を行ったこ
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　Φ　“United　Nations　Check　List”の刊

　1　行計画を承認し，できるだげ早く現

　　　在刊行されている資料に追い付き，

　　　あとは資料と平行してチェック・リ

　　　ストが刊行されるよう保持すること

　　　を期待する。

　②簡単な週刊の件名索引を刊行せよ。

　③　すべての国連機関の事書および刊行

　　　物の総合的なチェック・リストを，

　　　できるだけ早く刊行することを渇望

　　　する’。

　また，これよりやや後の11月21，22目の

両日，カーネギー平和財団の主催で国連お

よびその専門機関のドキュ」ンテーショ’ン．

に関する会議がパリで召集された。この会

議には，図書館や研究機関の代表者が11ケ

薗から64名集まった。そこでは以下のよう

な決議が採択された。

　①　国連は，すべてゐ書誌的トゥールの

　　　フランス語版を刊行すべきである。

　②　本印刷或は謄写印刷の何れの刊行物

　　　についても，完全な書誌的情報を付

　　　与すべぎである。

　③　索引に，「件名，関係代表部，・関係者

　　　および関係機関からのアクセスを提

　　　供せねばならない。　　　　・一li

　④　提案された索引は速やかに作成され

　　　ねばならない。

　⑤　適用された文書分類大系は，細部に

　　　わたって刊行されねばならない。

　⑥　すべての資料は，件名による分類を

　　　しなければならない。

　⑦　文書を立案，印刷および醍付する一

　　　つのセンターがなければな・らな刃・。

　これらの決議を受げて，文書局は図書館

に対し，国連およびその専門機関のすべて

の刊行資料をカ7〈　一一する試験的な件名索引

を作成するよう勧告し，・図書館はこれに応

え，“Weekly　I4dex　fo　Documents　and

Publications”を作ったb’この件名索引は，

これを送られた国連本部事務局職員や外部

の図書館員にも満足して受入れられた。そ

のうえ，J月刊および年刊の累積版を刊行し

てはどうかと云った提言もあった。

　’一方，図書館の要求によ．って，調査サー

ビス係（lnspection　Service　of　the　U．N．）

の手で刊行すべき索引に関して細かい調査

が行われていた。この調査の予備報告書は，

1949年3月，調査サービス係のK．’P．R．メ

ノン（Menon）によって図書館に提出され

た6この報告書は；文書索引係の計画を批

評・研究するために，国連図書館長C．H．

マイラム（Milam）によって委嘱された2

人の外部の専門家が充分検討したものに基’

ついている。こ、の報告書に沿って・図書館

の職負と調査サービス係の代表が立案した

プランに対し，アメリカ政府刊行物文書管

理官補のR．B．イースティン（Eastin）は，

　　　　　　　　　　　　　　注8
技術的に妥当で，極めて実際的であると評

価した。そして，参考調査に応えることが

でき・件名索引と刊行資料㊧チェック’リ

ストを発行するためのデータを提供できる

なら，適当なカード索引化計画が望寒しい．

・とした。そしてイーステ堀ンぽ彼のリポー

トで，文書索引化計画の成否は次のよう存

管理上の決定がなされるか否かにかかって

いると衷明した。

　①　索引をつくるたあのスタッフが彼ら・

　　　め仕事に専念できるρ

　②　請負か或は特別な職員によ．って残務

　　　を清算させる規定をもうけて，現在

　　　刊行されている資料の索引化を開始

　　　する。

　＠　文書索引係とは別にゴ個々の文書の

　　　索引のページ付けを編成すること。

　　　最も好ましいのは，国連のいろいろ
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　　　な刊行物の個々の編者にその刊行物

　　　の索引のページ付けに対する責任を

　　　負わせることである。

　④　基本索引カードの作成に従事してい

　　　ない職員によるレファレンス・サー1

　　　ビスの提供。

　⑤　文書索引化のたあの職員が不充分な

　　　・時，どの計画を続行し，どれを打切’

　　　るかを判断できるように，文書索引．

　　　化に従事している係の運営の優先権

　　　を確立すること。

　⑥　適切な財源の用意。，

■’ ｱのイ」ステインの報告書に，苧・。、　一一ヨ

」ク市蝉科大学の図舗長・E・，ア・リカ

図書館協会の公共出版物委員会の議長でも

輝・J・K：ウ・ル㍉ク痙袖・6・）は第

三者への書翰の中で全く同意見であると述

べている。

互V

　，マイラ云は文書索引化の問題を討議する

ため，1949年4月27日に常設諮問図書館委
員会（Permari6nt　AdVi　sory’　Library’Com．

畑ttee）を召集した、ここでは，先ず刊行

頻度が議論され，その結果，月刊が適当で’

il＞り，そしてもir’t？5票ならぽ，後ほどさら

に頻繁に刊行したらよいというdとになっ

た？収録範囲は瀧鞭料ポスター該

ジオ原稿，スライド教材用のフィルム㌔

“U・it・d　N・ti…B・11・tl・”のリプリントお』

零穿事務局の内部文書を除いた，国連とそ

あ専門機関の文書，一および刊行物をできう

る限り包括することになった。記載の形式

と配列はt・アメツ・力連邦政府の刊行物目

録である，“United　States　G6vernment

』Publications　Monthly　Catalog”之倣い；

　　　　　　　　　　　　　注9
先ず発行母温順に，その中は資料の表示記

号順た配列し，各kの資料に一連の登録番

号を付す。索引は，著者および年別に累積

さるべく月刊の件名索引を予定した。

　マイラムリ召集した常設諮問図書館委員

会が開かれてから約3週間後の5月19恥

メノンの最終リポートが発表された。この

リポートは，文書索引係の機能を分離しな

いという点で，前に発表したイースティン

のリポートとは内容を異にしていた。老こ

では文書索引係の主要な機能を3つの任務

の結びつきであると記している。3つの機

能とは，即ち次のとおりである。．

　①　国連刊行物の利用者が，必要とする

　　　資料の所在を見つけるために手助け

　　　となるチ．＝ック・リストおよび索引

　　　を刊行すること。．

　②　国連刊行物に関するレフアレンk一■

　　　サービスを提供すること。

＠財源と人員が許す限Pにおいて，事

　　　務局の要請による他の特別な索引を

　　　作成し，国連の刊行物と公式記録の

　　　索引にページ付けをする。

　　　　　　　，v

　「このように，．約3年間，国際会議，諮問

委員会および個人のリポートというかたち

で国連資料索引化のための研究がなされ，

その成果は，1950年2月15日，“United

Nations　Documents　lndex；　United　Na－

tions　and　Specialized　Agencies　Docu－

ments　and　’Publications．　Vol．　1，’no．　1：’

Jan．1950”と斥ってあらわれた。創刊号に

は，文書索引係が1950年1月中に収集した’

国連およびその専門機関め刊行物約7SOタ

イ．トルを収録していたρしたがって，この

中には1949年の刊行物もたくきん含まれて．

いる。配列は，先ず，総会，安全保障理事

、会，経済社会理事会1信託統治理事会，事

務局，国際司法裁判所の順で，それぞれの．
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機関は資料標示記号にしたがって，さらに，

専門機関については，国際復興開発銀行

（lnternational　Bank　for　Reconstruction

and　Development），国連食糧農業機関

（Food　qnd　Agriculture　Organization　of

the　U＃ited　Nations），国際通貨基金（ln」

terhational　Monetary　Fund），国際民間航

空機関（lnternational　Civil　Aviatio110r－

ganiZatiOn），、国際労働機関（lnternatiOnal

Labour　Organization），国際難i民機構J

　（lnternational　．　Refugee　Organization），

国際電気通信連合（lntern’atiohal　Teleconi－

munica看ion　Uniop），国連教育科学文化機

関（United　Nations　Educational，　Sci6n－

ti　fic，　and　Cultural　Organization），万画面・

便連合（Universli1　Postal　Union），世界保

健機関（Wqrld　Health　Organization）の『

順に記載している。これは，マイラムの召．

集した常設諮問図書館委員会の答申を踏ん

だものであった。・各号には，序論と使用し

た略語の一覧表が含ま勉ている。刊行頻度’

は月刊で，索引は年刊である。その索引は

原則的には件名で，幾つかについては書名『

でとられている。資料に対する参照はペー

ジ数で抵なく，1つ1つの資料に与えられ

ている登録番号によっている。

　UNPIに対する評価はまずまずで，特別

によかったということではなかった。
　　　　　　　　　　　　　　注10
　なお・UND恥ミカバーする以前の国連刊．

行資料たついては，1950年の時点で，既に‘

膨大な量に達していたが，徐々に“Check
　　注11
List　Series”を刊行することによってその
　　　注12
不備を補った。

　UNDIが刊行された翌年の1951年，国連

図書館峠文書索引係がUNDIの編集およ

、び刊行に専念できるように，・同係からレフ

ァレンス業務を分離して，・閲覧者奉仕係

（Service　to　Readers　Unit）に付け，文書

　索引係は整理課（Processing　SectiPn）セこ移

　　　　　　　　　　　　　　　注13
　つた。この組織の再編は」．前述のイーズテ

　ィンの報告書に翻ったもので，メノンの報

　告書にぽ背反している。

　　ところで，UNDIには圏連の専門機関の

　刊行物も収録されていたが，これは，1948

年秋の図書館の専門家からなる国際諮問委

員会の勧告を受け入れたかたちになってい

　るが，個々の専門機関による協力的な取決

　めが決定的な要因になっていることを見逃

、すわけにはいかない。しかし，この一協力関

係も長続きはせず，1963年の1月版から専

門機関の刊行物がUNDIから消えた。そ幽

の主な理由として次のような点が挙げられ

　る。

　　①多くの専門機関が自らの機関で索引

　　　「を編集・刊行し，且つ，大方の機関

　　　　が販売目録を刊行していた。
　　　　　　　　　　　　　　注14
　②　一部の専門機関は，資金或は責任の

　　　一端を担おうという意識もな「く，

　　　UNDIを・つくることになっていた。

　③　索引をとる資料数が急激に増加した

　　　にも拘らず，そのためのスダッフは

　　　あまり増えていない。

　④国連加盟国が10年間で2倍になり，

　　　索引の記入事項が著しく増加した。

　．UNDIの収録範囲の縮小という事態を踏

まえて，国連の専門機関の間に資料索引化

に関する作業部会が設立された。この部会

の仕事は，’

　①　現在の資料索引化業務の見直し’

　②　国連，そめ専門機関および国際原子

　　　力機関（lnteTnational　Atomic　En一・

　　　ergy　Agency）から刊行される出版

　　　物の組織化，索引化，保存および配

　　　付のための共通の基準を作成し，発

　　　展させること，

　③現行もしくは計画中の，資料を索引
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　　　化し，検索するシステム間の調和を

　　　一達成し，雄持するための手段と方法

　　　塗考究すること

　④個々の専門機関や平め利用者の様々

　　　　な要望や経験を考慮して，索引くtシ

　　　ステムの統一の問題について取組む，

　　　統合に関する諮簡委員会（Advisory

　　　Committee　on　Coordination）への

　　　勧告をと．Oまと，めること

で守る。こQ作業部会で充分検討した結

果，、専門機関間委員会としては，参加専門

機関に於けう索引化システムめ統一φ方法

e＊・猷や維撚れそれぽか鋤・，
UNDIの不備をも補い得るであろうと確信、

　した。

　　しかしながら，・すべての国連機関の刊行

物をカ！9’　一．する，現時の，そして包括的な

書誌的記録となる単独の索引誌に対する要

望は依然として残った。さらに，「
遭A機関

のみならず，他の国際機関（例えば，欧少卜1

共同体（European　Conimunity）とか経済

協力醗灘！9・g・ni・a・i・n　f・・E・・n・mi・l

Cooperation　and　Develgpment））の刊行物

をもカ・ミプる索引誌へと奇想幽くなつ

準ので，尉議は新設された国際図書館協会

”　（Association　of　lnterhational　Libtaries）

・に持込まれた。結局，この構想は国連図書

館の限られた人員が二者択一を迫る結果に

奉った。即ち，索引をとる資料の範囲を拡

張ナべきか，それとも限定した資料をでき

るだけ濃密匠索引をとるべきかという。選

択り結果は後者であった6

　　　　　　　　　VI．

　1966年の夏，慢性化した人員不足と増大

する資料セと，ダグ・・》マーショルド図書館

（D。g　H。mmarskj61d　Lib，a，y）は業講

幾つかの面で機械化を図ろうと研究を始め

た。tt ｻれと同時に，各国の代表部，使節団

および国連の事務局が必要としている文献

活動を正確iに把握するため，それらの442

人のメンバ7にアγケー．トが送られた。そ

の中には，一利用している文献活動の形態や

種類に関するものの他に，ダグ・ハマーシ

ョルド図書館が提供する索引および書誌の

有益性，望まれる文献活動の形式の項目が

含まれていた。回答率はちょうど50％であ

』つたが，同図書館は，その利用と必要性の

傾向を充分に示唆していると受けとめた。

この大まかな統計は1増大する索引および

書誌的サービスに対する圧倒的要求，英語

以外の言語による索引刊行の必要性，索引

は遅れることなく刊行せよとの要求，そし

て索引を．≧る資料の収録範囲を拡大せよと

の要求といった，これまで推測されるのみ

で毒つた幾つかめ要望を動かしえぬ事実に

覚えた。

　1966年に始まった業務機械花計画は，’

196晩国連ドキ・メンテーシ・ン情幸艮シ

ステム（UNDIS：United　Natiops　Dobu・

mentation　Information　System）（以下，

　　　　　　　　　　　　　注16
UNDISという）と’して結実した。、これは，

国連文書から抜き出した情報と国連に関す

るいうしころな情報を入力しておき5後に，

文書の検索，特定なデータの蓄積と検索，

英r仏，露・スづイン語の文書索引ξ）編纂，

およびマイクロ形式の文書の保存と普及に、t

活用しようというものであった。コンピュ

ータに奉つくUNDISには以下の資料がラ

ァイルされていた。総会，経済社会・安全

保障・信託統治の各理事会，およびこれ，ら

に付属する多くの機関に提出された文書や

．報告書，これらの機関の決議および議事速

記録，・市販資料，1972年以降国連が刊行し

た雑誌の記事，論文。ただし，国連の条約

集（Treaty　series・Voll　1（lg46）T）および
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地域経済委員会等発行の謄写刷の文書は除

外されている。

　ファイルされた資料には次のような情報

層を記録した。その資料に付与されているシ，

リーズ名，、販売記号（セールス・ナンバ

1一），rrイクロフ3ッシュの番号等の参照，

および著者，・書名，’分類カテゴリ”等の記

述上の事項等であるb

　このUNDISの産物の一つが，コンピュ

ータによって編纂された，“UNDEX：

United　Nations　Docum6nts　Index”であ、

る。1970年には，Series　A；Subject　lndex

と同B；Country　Indexしか刊行されなかF

つ1ヒが・1973年に，同C；List　of　Docu－

ments　Issuedが刊行され，全部出揃った。

この為，UNDIはこのUNDEXにとって’

替られ，廃刊になつk。そしてUNDEXは

英語版のみならず，独・仏・露・スペイシ

’語版も刊行されるようになった。これは，・

加盟国が増加したのに伴って利用者が増

’え，いろいろな言語からもアクセスできる．

ように，また，拡大する情報字）中力こら，特

定の資料を検索できるような，専門のトゥ

」！レをという琴望に戚たものであ識

　ここで，UNDEX．　Ser．　A，　B，　Cについ

て略述レておごう。Ser・Aは件名索引で，

国連によって刊行された文書や刊行物を，

件名によって検索可能にしたもの。記載事．

項は，件名，資料のかたち，個人或は共著

声名，資料の正および副記号，そして前後

参照である。同Bは国名索引で，国連加盟．

国が国連に何らかのかたちで関与したなら

ば，その情報を，また，そのような関与を

記録した文書に参照を付したものである。

記載事項は，国名，討論・投票・メンバー

であるといった行為の形式，関与した問題

’について簡単に記述した発表題目，それに

資料の記号である。同9は刊行リストで，・

限定された資料や内部文書を除いて，国連

で刊行さ2Ll・ダグ・ハマ＿ショルド図書館

に受入れられたすべての公式文書や刊行物

を記録し，書誌的事項を記載したものであ

る。配列はUNDIと同じく，先ず刊行し

た組織に分け，さらにその中を資料のアル

・ファベット順にしている。　　　　　tl

VII

　ダグ．・　］・マーショルド図書館は，国連組

織内部の利用者同様外部め者にも書誌愈愈‘

報サービスを向上させ，且つ拡大するため

に，新しく国連書誌情報システム（UNBIS：

United　Nations　Bibliographic　lnforma－

tions　System）（以下，　UNBISという）の
　　　　注18
確立をめざした。こめ新しいシステムは

1976年に試験段階に入り，2年後の1978年

7月，実施に入6た。そのねらいは次のと

おりである。

○いろいろなタイプの資料に（国連が刊

　　照した資料同様，国連図書館が受入れ

　　た他の資料にも）より多くの書誌的コ

　　ントロールを施す

○国連組織内部の利用者。ためのオン・

　　ライン検索

○国際書誌基準，（lnternational　Biblio一．

　　graphic　Stahdards）の履行

○情報蓄積のための入力能力を拡張し，

　　情報のアクセスを国連図書館のみなら

　　ず，事務局の各部局，地域経営委員会

　　の図書館等にも拡げる

○国連組織内部の利用者のために，件名

　　書誌，月録等を作成する

’○国連機構に所属する，幾つかの図書館

　　が所蔵する定期刊行物のユニオン・リ

　　ストを作成する・

○国連文書および刊行物に対する，一つ

　　の包括的な索引を作成する
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　この最後に記しtgことは，1979年6月に

刊行された，．“UNDqO：Curreht．Index

（U・i・・dNaゆ串D・・uヰ・・…1・q・x）”（以

下，「UNpO　Cという）Vo1．1・，　Nos；1－2

（Jan．一Feb．1979）とな6〈 具現『した。、

UNDOCは年，10回刊行され，文書およ．び

’市販資料のチェ．ッ’ N・リスb，公式記録，再

tt刊された文書のリスト，索引をとった支書

および市販資料の言語表，件名’・著者およ

び書名索引から成っている。前のUNDEX

と比較すると，国別索引の機能が失われ，

基本的には機械編纂される前の索引誌であ

うた’ X坪D耳に戻っkごとになる。この

UNDgcに対する評輯は暫く待たわばな

らない。’

　　　　　　　あとがき』

　UNPI炉発刊されるまでO．me緯から・コ．

ゾピュ・’一タの導入によるUNDEX：Ser．’

A・B・Cの誕生，それと同時のUNDIの廃

瓶そし釦N卑Sによ、るUNDOρの発
・刊た至るまで，．一運の主だった展開を記、し

てみた。一応の軽緯については大方ご理解

Vs7iaだ．けtgと思う。しかしながら，畢問，

不明な点もたくさん残っている。例えば，

UN．　DIの誕生には常にアメリカの図書館界

が主導権を握っていたが，これほ国連がニ

ュー一面クに存在していたことにのみ因る

ρカ・・UNDIがuNDEx・Ser・A，　B，　Cに・

隼れ変る際，．Ser・1　A・CはUND工め内容

を分離踏襲した』ものであるヵζ，「Ser．・B；・

Country　lhdexは全く新しい内容である。

このSer．　B・はUNDRXめ次のUNDOC
では消え一くvgる。これらはどういう理由セと’，

・よるものなQか，．等々。これらの問題につ

いては後考を倹ちたい。』

注1　会議図書館が設立さ．れる以前ば，アメリ

　　　カ国務省の図書館が国連に対するサービ

　　　　スを行なった。（Mila士n，C．H．　The　United・

　　　’Nati6ns　Library．　The　’Library・Qqar－

　　　　terly　vol．　23　no　4：　Oct．　’1953　p’．　267）

注2会議図書館の設立には，国連公報室
　　　　（United．Nations　lnformation　Othce）

　　　　ニューヨーク支部の援助があった。．

　　　　（lbid．　p．　267）

　　　　　なお，蔵書はアメリカ議会図書館ゴア

　　　　メリカ西海岸の7》？の図書館，アメリカ

　　　　陸軍（US　Army），カーネギー基金

　　　　（Carnegie　Endowment）・および民間の

　　　　出版社が提供した。職員は，アメリカ議

　　　　会図書館，ア’メリカ国務省（US　De－

　　　　partment’of　State），外交問題評議会

　　　　（C・un・il・f　F・・elgn　R・1・ti・n・）およ‘

　　　　びア「メ、リカ海軍（US　Navy）から採用

　　　・された。（Clapp，　V．W．　The，United

　　　　Nations　Library’，　1941’一1961．　Libri．

　　　　voL　12　40．　2：　1962　p．　111）

注3、Milζm，　C．H．　op．　cit．　p．277

注4「総会，安全保障理事会，経済社会理事会，

　　　信詫統治理事会，国際司法裁判所および

　　　事務局の自連主要機関を指している。‘

注51石川光二「国際連合および専門機関刊行

　　　資料の利用法」（1）『びぷろす』21巻5

　　　号：1197q年5月・b．16

注6囲連事務総長は，第3回総会第5委員会

　　　　で，第4回総会に図書館政策と組織につ

　　　いて特別な報告書を提出するよう求めら

　　　、れた。　（Oficial　Records、　of　the’3rd

　　　sessipn・of　the’General　AsseMbly，　Part

　　　I，’　5th　Committee．　P．　402）

．注7U・N・Doguments．　A／q．5／298　P．3（21

　　　Sept．　1949）

注8　イースティソとニュJ一ヨーク市立単

　　　科大学図書館長J．K．ウィルコックズ
　　　（Wilc・x）は，国連図書館の．コ』ンサ～レタ

　　　　ソトどして招潜れていた。

注9．現在の曲名は，．“Monthly　Cat410琴Qf
　　　’United　States　Government　Pu61icat一　，

　　　・ions’Sである。’

注10UNDIについての誌評としてli，何れも
　　　簡単であるが，1次のようなものがある。

　　　O　Merritt，　L．C．’　RevieW　of　United

　　　　Nations　Docurnents　lndek．　Libragy　’
　　　　Quarterly．　no．　21：　Jan．　1951 p：　51
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注11

注12

OChilds，　J。B．　Review　of　United　Na－

　　tions　Documen重s　Index．　Library　of

　　COngress　lnformation　Bulletin．　no．9

　　（1950）：27Feb．1950　p．11－12

0ibid．　no．10（1951）：9July　1951　P．3

1948年に，国連図書館が国連刊行物の索

引化業務を受け継いだ時，未索引化資

料は既に約27，000部あった。（Clapp，
　　　　　　　　　　V．W．　op．　cit．　p，116）

Check　Lsit　of　United　Nations　Docu－

ments．’ @　　　　　　、

　　Part　2：Security　Council，1946－1949．

　　　　1953　（STILIBISER．、F／一）　Sales

　　　　No．：1953．1．3

　　Part　3：Atomic：Energy　Commissio翠，

　　　　1946－1952．1953Sales　No．：1953．

　　　　1．16　　　　　　’

　　Part　4：Trusteeship　Council．　No．’

　　　　1－3，1947－1949。1949－51Sales　No．：

．　　　、　　1949．1，2，5　1951．1．17

　　　　　Part　5：Economic　and　Soc圭al　Counci1．

　　　　　　　No．1－3，1946－1949．11949－1952

　　　　　　　Sales　No．：1949．1．4，1951．1．27，

　　　　　　　1952．1．4

　　　　　Part　6A：Economic　and　EmPloy－

　　　　　　ment　Commission，1947－1949。1952

　　　　　　SaIes　No．：1952．1．10

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　Part　6B：Transport　and’Communica－

　　　　　　tions　Commission，1946－1949．1951

　　　　　　Sales　No．：1951。1．18

　　　　　Part　6C：Statistical　Commission，

　　　　　　1947－1949．1951Sales　No．：』1951．1．

　　　　　　19

　　　　　Part　6D：Commission　on　Hurhan　Ri一

く　　　　ghts，1947－1949．1952　Sales　No．：

　　　　　　1952．1．6

　　　．Part　6E　：．　Social　Commission，1946一

　　　　　・1949．1951Sales　No．：’1951．1．20

　　　　Part　6F：Commission　on　the　Status』．

　　　　　　of　Women，1947－1949．1951　Sales

　　　　　　No．：1951．1．21
　　　　　　　　　　　　　　　8

　　　　Part　6H：Fiscal　Commission．　No．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　2．1949，1951Sales　No．：1949．1．6）

　　　　　　1951．1．22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　　Part　6　J：Population　Commission，

　　　　　　1947－1949．1951Sales　No．：・1951．1．’

　　　　　　　　　　23　　　　　　tt　　　　・

　　　　　一　Pait　7B：Economic　Commission　for

　　　　　　　　　　Asia　and　the　Far　’East，1947一1949．

　　　　　　　　　　1951Sales　N6．：1951．1，26

　　　　　　　　Part　7C：Economic　Commission　for

　　　　　　　　　Latin　America，1948－1949．1951

　　　　　　　　　Sales　No．：1951．1．28　　　　　　’

　　　　　　　　Part　8：United　Nations　lhternatioha五

　　　　　　　　　Children’s　Emergency　Fund　and

　　　　　　　　　United　Nations　Appreal　for　Child一

　　　　　．　　fen，1946－1949．1953　Sales　No．：

　　　　　　　　　1953．1．5

　　　　　　・なお，Part　1：General　Assemわ1y，

　　　　　　Part　6G：Commission　’　on　Narcotic

　　　　　　Drugs，　Part　7A：Economic　Commis．

　　　　　　sion　for　Europe，　Part　9：Secretariat

　　　　　　Publicatidnsは未刊である。（Hajna1，

　　　　　　P．1．Guide　to　Un三ted　Nations　Orga一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　nization，　Docu耳nentation　＆’Publish－

　　　　　　ing，一for　stude耳ts，　researchers，　Iibra・

　　　　　　rians・Oceana　Publications，　Inc．，　New

　　　　　York，1978．300p。）　　．

注13整理課は受入係（Acquisition　Unit），目

　　　　　録係（Catalogue　Upit）それに文書索引

　　　　　係で構成することになった。

注14例えば1

　　　　　UNESCO

　　　　　OGeneral　Catalogue　ef　Unesco　publi－

　　　　　　　cations　and　Unesco　sponsored　pu－

　　　　　　　blications，1946－1959．　UNESCO，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　Paris，1963217p．

　　　　　WHO

　　　　OPublications　of　the　World　Health

　　　　　　　Orεahization，1947－1957；Abiblio－

　　　　　　　graphy．　WHO，　Genevh，1958128p．

　　　　○　　，1958－1962；A’bibliography．

　　　　　　　WHQ，　Geneva，1964125p。

　　　　OCatalogue　of』World　Health・Orga・

　　　　　　　nization　Publications，　1947－1960．

　　　　　　　WHO，　Geneva，，196178p．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　○　　，1961－1962．WHO，　Geneva，

　　　　　　　196340p．

　　　　　ICAO　　　　　，　、

　　　　OC・t・1・9…f・al・bl・p・bli・atiq・・，

　　　　　　　1946－1961．．ICAO，「Montreal，1962

　　　　　　　57P．
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ノ

　　　O・Index　of　ICAO　publications：．Cum一
・　血。i。・。d。dili。n，．1952一．御。・L．

　　　　JCAO，　Montreal，1953L二

　　　FAO
　，．’．　O　Catalogqe．　’of　’　FAO　publications，

’　・　・　 　1945－54，　in’cluding　available　publica一・

　　㌧ゆ・f中rf・油・・．’1…m爾伽I
　　　　ll・貫晦e『・f〕A琴ゆlt・・e・FAO・．

　　　　’．Rome，　1954　55p．．

　・’　．O　Catalogine　of　，　FAO　Publ’ications，

　　　　’1945－56；　1945r1958　；．　1945T．　196Q；　1945　，，

　　　　　r62．．　FAO）Ro皿e，1956r．．

　　　　ILO　’・”　．　・　，　’．，，

　　　P．　Publi，cations　’pf　the　・IT｝tgrnatiQt｝al

　　　　　Labou￥　Othce，　1944－1960；　ILO，，

　　　　’Gengva，’1960　60p．・　．・．　，　・

　　　　　一，’　1944－1962．’　ILO’，’　Geneva，　1962

，　・．　．　’一　69p．

（？　g“，lll．1’．．・　’b・，bk．g，5ph’　，｛一　ig47－1　’apnuai・’・

　　　　　GATT，（｝釦eva，エ9，54一・　　　，

．注≡15　国連総会は，1959年11月．3目’．プォ．一ド．

　　　．．．．嗣（F・士δF・und・・i・P）∫から・霜野

　　　　書館≧L（て用いる新しい建物の律築と装．

　　tt．備の費用として，予てより．提供の申入れ

　　　　があった620万F“ルを受領．した』このた

　　　　　　　　　　c

　　　　　あ，国連本部敷地の南西隅のニューヨー．

　　　　　．ク市住宅局の建てた6階建ての建物にあ

　　　　　　つた国連図書館はとり壊され，1960年11

　　　　　．月21日から新しい建物の麟…が女台められ

　　　　　充。11961年11月16日，総会は，故ハマー：

　　　　　ショルド事務総長の国連に対する茸献を

　　　　　称賛し，新図書館をダグ・ハマーショル

　　　　　・ド図書館と命名する．ことを決めた。．1962

　　　　　年始め1新しい建物の建築は完了し，図

　　　　　書館業務を始めた。

　．注・6．．詳しくは・’Uρi・・d’N・ゆ1・P・g．

　　　　　Hqminarskj61d　Library　：　UNDIS　；　the

　　　　，　U’nited　Natipns　’documentation　infor一

．　mation　sYstemL　New　Y6rk，　1974　37p・・

　　　　　（ST／LIB／33）を参照、

　　注17Ma面li，　L．旧地Dag　Hainmhrskj61d

　　　　　Librhry　’　arid　United　一Nation＄　docg－

　　　　　mentation．　Unesco　Bulletin　for　Li一

・氏． 寘рR三図回忌1978
　　．注19詳しくは，．．Inter－Organizati・n　B・ard

　　　　　，for　lnfgrtnation　Systems　：　Directry　of・

　　　　　United　Nations　’inf6rmqtion，　systems　，’

　　　　　and，seryices．　Geneva，　1978　’p．　36－37

　　　　　　を参照　　．．．　　　　・　　．　，

　　（あいPま∴ひ肌一論考翠主査）
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